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1.  平成22年1月期第2四半期の業績（平成21年2月1日～平成21年7月31日） 

(注)当社は、平成20年１月期第３四半期より四半期実績の開示を行っているため、平成21年１月期第２四半期における対前年同四半期増減率に 
   ついては記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第2四半期 1,840 ― △293 ― △234 ― △194 ―
21年1月期第2四半期 2,681 ― 173 ― 175 ― 99 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年1月期第2四半期 △220.02 ―
21年1月期第2四半期 113.11 112.67

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第2四半期 1,418 772 54.5 875.79
21年1月期 1,742 1,036 59.5 1,175.77

（参考） 自己資本   22年1月期第2四半期  772百万円 21年1月期  1,036百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 0.00 ― 80.00 80.00
22年1月期 ― 0.00
22年1月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成22年1月期の業績予想（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,375 ― △680 ― △503 ― △464 ― △527.23
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３～４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３～４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第2四半期 882,000株 21年1月期  882,000株
② 期末自己株式数 22年1月期第2四半期  100株 21年1月期  100株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年1月期第2四半期 881,900株 21年1月期第2四半期 881,916株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて 
  おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想数値に関する事項については、３ページ【定性的情報・財  
  務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
  基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、とりわけ製造業において在庫調整や輸出の下げ止まりが見られ、景

気の急激な悪化に一定の歯止めがかかりましたが、依然として景気回復への先行き不透明感は強く、回復への明確な

兆しは見受けられませんでした。当社の主要顧客においても収益の大幅な悪化を受け、設備投資の見直しや研究開発

費の削減、生産調整等が実施されました。 

 このような状況の中、当社が属する技術者派遣業界においては、顧客からわずかながらの案件が発生いたしました

が、派遣先からの復帰者増加に伴う稼働率の低下や労働工数の抑制等により収益が大きく低下しております。 

 当社においても、このような経営環境のもと、「社員の雇用と給与の維持」を基本方針とし、売上高を確保すべく

営業部門の組織・提案体制を見直すとともに、取引顧客の継続契約交渉や新規顧客の契約交渉、技術者単価アップ交

渉等を継続して実施いたしましたが、想定を上回る労働工数の減少があり売上高に影響を与えました。利益面に関し

ては、利益を確保すべく賞与支給の凍結や採用コストの見直し等による全般的な固定費の削減、その他雇用調整助成

金の申請を実施いたしました。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高1,840,420千円（前年同期比31.4％減）、営業損失293,220

千円（前年同期営業利益173,290千円）、経常損失234,303千円（前年同期経常利益175,780千円）、四半期純損失

194,033千円（前年同期純利益99,755千円）となりました。 

 なお、前年同期金額及び前年同期比増減率は参考として記載しております。 

  

 当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ324,184千円減少し、1,418,240千円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金の減少85,171千円、売掛金の減少163,542千円、繰延税金資産の取崩による減少

101,301千円があったことによるものであります。 

 負債につきましては、前事業年度末に比べ59,629千円減少し、645,881千円となりました。主な要因は、短期借入

金が200,000千円、長期借入金が135,128千円それぞれ増加した一方、社債の償還50,000千円、未払金の減少140,836

千円、未払法人税等の減少59,173千円、賞与引当金の全額取崩による減少127,142千円があったことによるものであ

ります。 

 純資産につきましては、前事業年度末に比べ264,554千円減少し、772,359千円となりました。主な要因は、四半期

純損失194,033千円を計上したこと、剰余金の配当70,552千円を行ったことによるものであります。 

  

 当第２四半期累計期間における業績を勘案し、平成21年３月13日付「平成21年１月期決算短信（非連結）」にて公

表いたしました通期の業績予想を修正しております。なお、修正の詳細につきましては、本日別途公表の「業績予想

及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

① 簡便な会計処理  

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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② たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四

半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用され

たことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によ

り算定しております。 

 この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

③ リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第

一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４

月１日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四

半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。 

 この変更に伴う損益に与える影響はありません。 
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年７月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 577,800 662,971 

受取手形及び売掛金 389,079 560,005 

仕掛品 － 3,565 

原材料及び貯蔵品 3,235 1,261 

その他 160,270 191,840 

貸倒引当金 △2,500 △3,800 

流動資産合計 1,127,885 1,415,843 

固定資産   

有形固定資産 119,244 106,586 

無形固定資産 23,496 27,277 

投資その他の資産   

敷金及び保証金 139,587 155,286 

その他 9,847 37,862 

貸倒引当金 △1,820 △432 

投資その他の資産合計 147,613 192,717 

固定資産合計 290,354 326,581 

資産合計 1,418,240 1,742,425 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 200,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 67,404 45,592 

1年内償還予定の社債 － 50,000 

未払法人税等 4,581 63,755 

賞与引当金 － 127,142 

その他 97,767 273,615 

流動負債合計 369,752 560,105 

固定負債   

長期借入金 206,806 71,678 

退職給付引当金 66,156 69,281 

その他 3,166 4,446 

固定負債合計 276,128 145,405 

負債合計 645,881 705,510 
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年７月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年１月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 237,087 237,087 

資本剰余金 167,137 167,137 

利益剰余金 368,359 632,945 

自己株式 △200 △200 

株主資本合計 772,384 1,036,970 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △24 △55 

評価・換算差額等合計 △24 △55 

純資産合計 772,359 1,036,914 

負債純資産合計 1,418,240 1,742,425 
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年７月31日) 

売上高 1,840,420

売上原価 1,173,579

売上総利益 666,840

販売費及び一般管理費 960,061

営業損失（△） △293,220

営業外収益  

受取利息 73

受取配当金 72

助成金収入 56,984

その他 6,423

営業外収益合計 63,554

営業外費用  

支払利息 2,210

コミットメントフィー 1,200

その他 1,226

営業外費用合計 4,636

経常損失（△） △234,303

特別利益  

前期損益修正益 143,517

特別利益合計 143,517

税引前四半期純損失（△） △90,785

法人税、住民税及び事業税 1,985

法人税等調整額 101,263

法人税等合計 103,248

四半期純損失（△） △194,033
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 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  
 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

 中間損益計算書 

  

  
前中間会計期間 

（自 平成20年２月１日 
至 平成20年７月31日） 

区分 金額（千円） 
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高  2,681,347  100.0

Ⅱ 売上原価  1,848,267  68.9

売上総利益  833,079  31.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費  659,789  24.6

営業利益  173,290  6.5

Ⅳ 営業外収益  5,071  0.2

Ⅴ 営業外費用  2,581  0.1

経常利益  175,780  6.6

Ⅵ 特別損失  435  0.1

税引前中間純利益  175,344  6.5

法人税、住民税及び事業税  70,385

法人税等調整額  5,203  75,589  2.8

中間純利益  99,755  3.7
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